
町
民
の
知
恵
と
情
熱
織
り
込
み

協
働
で
き
る
町
づ
く
り
に
全
力

【２】

水
産
業
の
体
験
型
観
光
を
推
進

情
報
化
社
会
に
適
応
し
、
地
域
特
性
を
生
か
す
産
業
の
ま
ち

平
成
十
七
年
度
の
町
政
の
進
む
方
向
を
決
め
る
、
第
一
回
町
議
会
定

例
会
が
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で
開
か
れ
、
十
七
年
度
の

一
般
会
計
予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
沼

崎
喜
一
町
長
が
「
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
知
恵
と
情
熱

を
織
り
込
む
べ
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
す
」
と
第
七
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
の
五

つ
の
柱
を
基
本
に
、
本
年
度
の
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、

施
政
方
針
の
主
な
内
容
と
十
七
年
度
予
算
の
中
身
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
第
一
回
山
田
町
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
平
成
十
七
年
度

に
お
け
る
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
な

ら
び
に
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、

町
民
な
ら
び
に
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
七
月
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負

託
を
受
け
、
二
期
目
の
町
政
の
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
七
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画

の
最
終
年
度
で
も
あ
り
、
各
事
業
の
目
標
達

成
に
向
け
、
一
層
努
力
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
町
が
町
村
合
併
し
て

五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
先
輩
諸
氏
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き

た
「
ふ
る
さ
と
山
田
」
の
歴
史
の
重
さ
を
あ

ら
た
め
て
思
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
私
た
ち
町
民
の
決
意

を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
は
、
来
年
四
月
か
ら
始
ま

る
第
八
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
を
策
定
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
「
参
画
」
を
得

な
が
ら
、
知
恵
と
情
熱
を
織
り
込
む
べ
く
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
で
き
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
下
、
総
合
発
展
計
画
に
掲
げ
る
領
域
に

従
い
、
平
成
十
七
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
潜
在
的
な
核
と
な
る
の
は
、

「
地
域
資
源
の
有
効
活
用
」
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
産
業
、
技
術
、
人
材
、
自
然

環
境
、
文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
が
持
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域

住
民
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
食
用
殻

付
き
カ
キ
の
生
産
十
二
億
円
台
維
持
、
増
大

を
目
標
に
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、
販
路
拡

大
の
充
実
を
図
る
た
め
関
係
機
関
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
や
消
費
拡
大
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
手
県
漁
協
系
統
は
、
平
成
十
七
年
度
末

十
一
拠
点
漁
協
、
十
九
年
度
末
県
一
漁
協
に

合
併
す
る
決
議
を
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に

施政方針を述べる沼崎喜一町長

施政方針の内容

【３】

「
山
田
の
海
を
守
る
」
活
動
は
、
産
業
の

中
心
基
盤
で
あ
る
山
田
湾
、
船
越
湾
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
資
源
の
循
環

に
向
け
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

次
に
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
事
業
が
船
越
処
理
区
に
お
い
て
、
全
体
計

画
面
積
の
百
六
十
二
・
二
�
の
う
ち
、
十
六

年
度
末
で
整
備
面
積
の
九
四
・
五
％
の
整
備

率
で
あ
り
、
今
後
は
水
洗
化
の
普
及
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
山
田
処
理
区
に
お
い

て
は
、
十
七
年
度
で
処
理
場
用
地
の
取
得
を

終
了
し
、
新
た
に
幹
線
管
渠
布
設
工
事
に
着

手
い
た
し
ま
す
。
下
水
道
な
ど
集
合
処
理
の

対
象
外
区
域
で
の
水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し

て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
央
監
視

デ
ー
タ
処
理
設
備
整
備
事
業
、
中
央
町
の
町

道
海
岸
中
通
線
老
朽
管
更
新
事
業
、
柳
沢
北

浜
地
区
土
地
区
画
整
理
地
内
に
お
い
て
は
、

配
水
管
布
設
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

地
区
内
の
幹
線
道
路
で
あ
る
細
浦
柳
沢
線
、

柳
沢
北
浜
線
、
北
浜
関
谷
線
の
一
部
舗
装
ま

で
、
北
っ
子
橋
に
つ
い
て
は
三
月
末
に
は
供

用
開
始
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
県
立
山
田
病
院
の

新
築
工
事
が
始
ま
る
年
で
も
あ
り
、
街
路
築

造
、
北
浜
水
路
築
造
、
宅
地
造
成
、
家
屋
移

転
な
ど
を
着
実
に
進
め
、
良
好
な
市
街
地
の

形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

柳
沢
第
一
団
地
建
替
事
業
は
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
の
二
カ
年
の
継
続

事
業
で
四
階
建
て
一
棟
二
十
八
戸
（
う
ち
高

齢
者
向
け
九
戸
）
の
三
棟
目
の
Ｅ
棟
が
完
成

し
ま
す
の
で
秋
こ
ろ
の
入
居
に
向
け
て
所
要

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
に
つ
い
て
は
、
一
般
県
道
宮
古
山
田

線
の
国
道
ま
で
の
改
良
、
主
要
地
方
道
重
茂

半
島
線
の
急
カ
ー
ブ
改
良
、
幅
員
拡
幅
な
ど

を
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
道
に
つ

い
て
は
、
県
代
行
事
業
で
の
織
笠
・
外
山
線

は
、
国
道
取
り
付
け
工
事
が
完
成
予
定
で
あ

り
、
新
年
度
早
い
段
階
で
の
供
用
開
始
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
後
、
町
道
細
浦
柳

お
い
て
も
合
併
推
進
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

拠
点
漁
協
と
な
る
山
田
地
区
一
漁
協
実
現
に

向
け
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
山
田
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
の
山
田
魚
市
場
に
お
け
る
衛
生

管
理
に
つ
い
て
、
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業

で
、
新
た
に
紫
外
線
海
水
殺
菌
装
置
、
電
解

海
水
防
汚
除
菌
装
置
、
海
水
ろ
過
機
な
ど
の

整
備
を
助
成
し
、
水
産
物
食
品
の
安
全
性
を

確
保
し
、
よ
り
新
鮮
で
安
全
な
水
産
物
を
提

供
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

漁
業
後
継
者
の
育
成
は
、「
水
産
グ
ル
ー

プ
21
」
の
中
で
、
若
手
漁
業
者
に
学
習
の
機

会
を
与
え
、
小
中
学
生
に
対
し
て
は
、
漁
業

体
験
学
習
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
港
、
漁
村
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
事

今
日
の
環
境
問
題
は
、
水
質
汚
濁
、
ご
み

処
理
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
問

題
な
ど
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
の

問
題
の
共
通
の
原
因
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
や
通
常
の
事
業
活
動
に
起
因
し
、
不
特
定

多
数
の
人
々
が
原
因
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
環
境
へ
の
負
荷
が

で
き
る
限
り
逓
減
さ
れ
、
持
続
可
能
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
町
民
・
事
業
者
・
町
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基
づ
く
、
循
環
型
社

会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

快
適
で
安
全
な
生
活
基
盤
築
く

豊
か
な
生
活
を
育
む
自
然
・
環
境
を
つ
く
る
ま
ち

業
と
し
て
行
う
船
越
・
大
浦
漁
港
広
域
漁
港

整
備
事
業
、
大
沢
漁
港
機
能
高
度
化
事
業
の

促
進
に
よ
り
、
着
実
な
整
備
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
は
、
大

沢
地
区
は
平
成
十
七
年
度
で
事
業
が
完
了
し

ま
す
。
田
の
浜
地
区
に
お
い
て
は
、
十
八
年

度
事
業
完
了
に
向
け
て
、
集
落
排
水
、
集
落

道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
一
日
完

全
実
施
さ
れ
た
「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の

適
正
化
お
よ
び
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」に

対
応
す
る
た
め
、「
山
田
町
堆た

い

肥ひ

セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
施
設
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
有
機
肥
料
の

出
荷
施
設
整
備
の
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
間
伐
な
ど
の
森
林
施

業
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
事
業
を
実
施
し
、
森
林
の
荒
廃

を
防
ぎ
、
維
持
・
保
全
に
努
め
ま
す
。
商
工

業
に
つ
い
て
は
、
地
元
購
買
力
の
確
保
の
た

め
、
消
費
者
に
利
用
さ
れ
る
商
店
、
商
店
街

づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
商
工
会
と

連
携
し
、
各
種
助
成
事
業
や
融
資
制
度
の
利

用
促
進
、
商
工
会
指
導
事
業
、
特
産
品
の
販

路
拡
大
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
が
水
産
物
を

自
ら
売
る
ま
つ
り
の
開
催
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
船
越
家
族
旅
行
村
に
つ
い
て
は
ケ

ビ
ン
ハ
ウ
ス
六
棟
の
改
修
、
オ
ラ
ン
ダ
島
海

水
浴
場
利
用
促
進
の
た
め
の
ト
イ
レ
消
臭
対

策
と
簡
易
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
四
季
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

合
わ
せ
、
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
山

田
版
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
団
体
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
地
域

資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
、
体
験
型
観
光
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地域活性化のため産業、技術、人材など地域にあるさまざまな資源
を掘り起こし、有効に活用することが重要です（カキの水揚げ作業）


